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NO．107 

田中佐太郎・氷川まりこ／著 

               淡交社 2018 年 

ドライフラワーをオイルと一緒に瓶に

詰めた植物標本で、枯れない花のインテ

リアとして今、人気のあるハ―バリウム

を作ってみませんか？ 

かわいい草花をボトルに閉じ込めよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットで蔵書検索できます https://www.toshokan.town.sayo.lg.jp/   2019 年(平成 31年) 1 月 5日発行 
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本書は、江戸時代から続く歌舞伎囃子家元で人間国宝田中傳
でん

左衛門の三女として生まれた令子が、厳格

な男社会である歌舞伎の世界に入り、九代目田中佐太郎を襲名し、田中流の技を次代へ繋いだ半生を語

る。 

歌舞伎囃子は、歌舞伎の上演に欠くことのできない音楽で、鳴物出囃子と黒御簾音楽を専門とするプ

ロ集団である。家の芸が鼓なのだからと習い事感覚で八歳から稽古を始めるが、兄が別の道を選んだこ

とで令子に白羽の矢が立ち、厳父の遺志を継承することになる。 

転機が訪れたのは、十五歳の時、父の弟子が急病になり代役を務めることになった。そこで、六代目

中村歌右衛門に認められ、十六歳で蔭囃子初出演を果たす。歌舞伎囃子を極めるため歯をくいしばり、

結婚後も三人の息子を一流の演奏者として鍛え上げた。 

「自分の会得してきたことを次に伝えてもらいたい。なんとしてもつなげたい」という厳父の信念の

ある稽古に堪え、様々な経験の総てを鼓に生かした佐太郎の覚悟や、芸の研鑽に努め伝統を守り継ぐと

いう世界に身を置く人々の気構えが感じられる。(水鳥) 

 

 

 

12・14(金)～12・27(木) 年末特別貸出です。 

12 月 28 日金から 1 月 4 日金までの年末年始休館にともない、特別貸出

を行います。貸出数の上限をなくし、貸出期間を 3 週間とします。 

これにあわせて、 

『ホッと一息 本と一息』 

読書週間 

10・27～11・9 

 

日 月 火 水 木 金 土 
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●すべての町民の生活を応援します● 月号 

編集・発行/佐用町立図書館 
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℡:0790-82-0874 Fax:0790-82-0313 

E-Mail:toshokan@town.sayo.lg.jp 

佐用町立図書館通信 

１ 

 

 

  印の日は休館日です。 

1 月 1 日～4日は年始休館日、31日は

館内整理日です。2月 28 日は館内整

理日です。 

/開館時間は午前 10 時から午後 6時

です。 

5 月１2 日(土) さよう文化情報センター 会議室 

           午後 1 時 3０分～午後３時００分 

           定員 １５名 参加費 実費 

図書館 カレンダー 

 『鼓に生きる歌舞伎囃子方田中佐太郎』 

図書館ものづくり講座 

ハ―バリウムを作ろう！ 

        

新年あけましておめでとうございます 

本年もよろしくお願い申し上げます。 
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イギリスの田舎町に住むデイビドは、生まれながら

に足が不自由でしたが、想像力豊かな少年でした。

大工のお父さんと二人暮らしで、お父さんの仕事部

屋に置いてある、おじいさんの時代に修繕を頼まれ

たまま、依頼主がまだ取りに来ない大時計のゼンマ

イを巻くことを日課にしていました。 

 ある日、友だちのアーサーやピーターと一緒に、

教会のあかりとり窓がならぶ回廊にあがろうと大会

堂にこっそり入り込んだデイビドは、偶然古い新聞

の切れ端を見つけました。それは、第一次世界大戦

がはじまった年のもので、大時計の持ち主シェパー

トン大佐が、自宅農場の原因不明の火事で死亡した

事件の法廷記録が書かれていました。 

シェパートン大佐の身に何が起こったのか、周り

の大人も巻き込みながら、４０年以上前の事実を一

つ一つ調査し、推理を働かせて真相にせまる謎解き

に引き込まれるとともに、勇敢だった大佐をいつし

か心の支えにデイビドが足の手術や不安を克服し、

心身ともに成長する姿に満足します。（蔭木） 

 

 

 
おすすめの一冊        

  としょかんの本棚から  

ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾀｰﾅｰ／作 

神宮輝夫／訳 

岩波書店 1968 年 

 
 
 
 

 

いしいももこ／さく 

横内 襄／え 

福音館書店 1967 年 

 

 

 

■ あそばせ隊おはなし会（毎週土曜日） 

と き/14:00～14:30 

対 象/幼児・小学生 

■ 図書館おはなし会（毎週日曜日） 

小さい人（５歳以上）/14:00～14:30 

１月のおはなし 「うさぎとひきのもち争い」  

『子どもに語る日本の昔話３』（こぐま社） 

大きい人（小学３年生以上）/14:30～15:00 

１月前半のおはなし えほんまたはものがたり  

１月後半のおはなし 「手なし娘」  

『子どもに語る日本の昔話３』（こぐま社） 

 

 
                                        

 

※いずれも図書館おはなしコーナー   /  ※申込不要 
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る
日
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を
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ま
す
。 

（
内
海
） 

 

 

おおきな部屋にちいさなねこがいました。

お母さんねこが見ていないまに、ちいさなね

こは庭におり、門を出て走りだしました。外

では、男の子に捕まったり、車の前に飛び出

して、ひかれそうになりました。また、おお

きな犬に通せんぼをされて、犬の鼻をひっか

いて逃げ出しますが、怒った犬に追いかけら

れました。追いつかれそうになり、木のてっ

ぺんに登ったものの、犬が下にいて下りられ

なくなりました。けれども、「にゃお！にゃ

お！」と鳴いていると、こねこの声を聞きつ

けたお母さんねこがきてくれました。 

茶とらのねこの生き生きとした動きや表

情がやわらかい黒い線で描かれ、こねこ目

線で描かれたおおきな車や犬は迫力があり

ます。こねこの冒険にはらはらしますが、

無事部屋に帰り、お母さんのおっぱいを飲

んでいる様子に安堵します。（尾﨑） 

           

 

 

としょかんのでんわ  ０７９０－８２－０８７４ 

 

 

 

おはなし会 

 


